
新たな米政策の確立に向け総力をあげて取り組む
　平成３０年以降の米政策の転換を迎えるにあたって、ＪＡ秋田中
央会と秋田県農協農政対策本部は８月１７日、秋田市で「新たな米
政策確立に向けた秋田県生産者大会」を開きました。全県ＪＡの
役職員や農家ら１，０００人が参加し、当ＪＡからは約５０人が参加し
ました。
　大会では、１０ａあたり７，５００円の米の直接支払交付金に代わる
施策の創設をはじめ、需給調整に参加するメリット措置の維持が
必要との認識を確認し、県選出国会議員らに要請しました。その
後の決意表明では、ＪＡあきた女性組織協議会の佐々木博子会長
が「米の消費拡大と仲間の輪を広げる運動を積極展開する」と述
べました。

営農企画課

収穫期を目前に農業機械展示会を開催
　豊作の秋を目前に控え、ＪＡあきた白神カントリーエレベー
ターで、８月２２日と２３日の２日間にわたり、農業機械展示会が開
催されました。
　会場には、メーカー自慢のコンバインやトラクター、草刈り機
など様々な農業機械が並び、買い替えや備品の購入を目当てに多
くの農家が来場しました。農機課職員やメーカー担当者から使
用方法などを聞くなどし、目当ての農機具を購入していきました。
また、農作業事故予防に向け作業安全講習会も開催され、コンバイ
ンの事故様態と安全対策などについて担当者から研修を受け、参
加者は出来秋を控え作業点検の重要性や内容を確認し合いました。

農業機械課

▲ガンバロー三唱をする参加者

▲多くの来場者で賑わった展示会

ＪＡと行政が協力し大消費地へＰＲ ＪＡあきた白神

　ＪＡあきた白神の特産品『白神ねぎ』と『白神みょうが』を
大消費地の関東圏へ売り込もうと、佐藤組合長と齊藤能代市長、
佐々木藤里町町長が８月２４日、２５日の２日間、横浜市の中央卸売
市場などを訪問しトップセールスを行いました。
　トップセールスには、佐藤組合長をはじめ各市町の首長、ＪＡ
職員やミスフレッシュら１１人が参加し、白神ねぎのはんてんを着
て午前６時からＰＲ活動を行い、卸業者に販売促進の協力を呼び
掛けました。試食は、そうめんに『白神ねぎ』と『白神みょう
が』を薬味に使い提供し、用意した３００食はあっという間に無く
なる人気ぶりでした。トップセールスを終え、佐藤組合長は「今
後、白神青果物を有利販売するためにより一層努力していく。生
産者をはじめ各関係機関と連携し産地づくりに励んでいきたい」
と話しました。

◀�白神特産の青果物を
ＰＲしたトップセー
ルス

▲用意したそうめんはあっという間になくなりました

双子座（5・21〜6・21）　イベントや祭りなど、にぎやかな行事を満喫するのに最適です。文化祭やコンサートにも気軽に足を運ぶと幸運が
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